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　昨年、著者である茂木健一郎氏の講演を聴く機会を得た。テレビで見かけ
る時と同じく、ラフな服装とざっくばらんな雰囲気で、せわしなく舞台を動
き回りながらもとてもわかりやすい話であった。テーマは「脳科学から見た
人間の成功の条件」で、「根拠のない自信」の重要性を説かれ、それは、「今
できる」や「今のままでよい」と思うことではなく、自分にダメ出しができ
て、「まだダメだ」と思うことが次のステップにつながること。そしてそう
いう人こそが自分の課題をわかっている人であり、自分で「できない」と決
めつけることでそれは失われていくということであった。
　私は、今年度から起業教育研究会の企画委員に加えていただいたが、起業
のプロセスの中にもとりわけ柔軟な発想が不可欠であり、本書には、そのた
めに必要なことが脳科学の視点から多数盛り込まれている。
　本書の冒頭は「結果を出せるビジネスパーソンは『すぐやる脳』を持って
いる！」ということばから始まる。「すぐやる」と「すぐやれない」という差は、
脳の働きが大きく関係しているのである。すぐに動けない人は、脳科学的に
は「脳が正しく動いているため」であり、脳の前頭葉が指示通りに機能して、
抑制が利いてしまっている状態である。例えば、集団の決まりを守る、常識
で考えるなどの考えが脳の「抑制」となり、行動にブレーキをかけてしまう
のだ。その対策としては、目の前の努力を頑張る行為と意識せず、何も意識
せずに行えるよう習慣化するなどして「脳の脱抑制」をすることが必要とな
る。そして、「すぐやる脳」を自分のものにするために、「行動」「気づき」「受
容」のサイクルを自然体の心で継続し、それにより「セレンディピティ」（偶
然の巡り会いを引き寄せる力）を身につけ、新しい自分に生まれ変わること
が大切である。
　目の前の課題に対して、人間は一度「やらされている」と受け身に感じて
しまうと、脳が抑制されて前頭葉を中心とする「やる気の回路」がなかなか

教える側も不安になってしまう。『キャリア教育』を推し進めていく中でも『導
き学習』からの脱却が謳われている。
　この本を読んで、『考え抜く』ことの重要性と必要性を少しでも感じても
らえればと考える。
　最後に、それぞれのメソッドの終わりにその内容のポイントが挙げられて
おり、読み手への励ましにも聞こえ、元気が出る。そのいくつかのポイント

（アドバイス）を挙げ、今後の自分への励ましにしたい。
　『安易な答えに飛びつくな！』
　『考えれば考えるほど可能性は広がる』
　『新しい答えを作り出せる人が成功する』
　『勉強は記憶するためだけにやるものではない！』
　『つねにプラスの可能性で考えてみよ』
　『データは必ずしも事実であるとは限らない』
　『つねに自問自答を繰り返し、常識的なことも疑ってみる』
　『選択肢は１つではなく３つ用意しておく』
　『迷ったときは直感を信じて行動すること』
　『真理は必ずシンプルで美しいものであるべきだ』
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　「無料で遊べる」「完全に無料」といったフレーズに見られるように、特に
ネットの分野では、「無料」を宣伝文句に使うものが多い。趣味や奉仕活動
でなく、ビジネスとして行動している限り、本当に「無料でものをあげる」
行為はありえないはずである。どうしてここまで無料をアピールするように
なってきたのか。無料であればどうやって経営が成り立つのか。これらの問
題意識に基づいて書かれたのが本書である。
　書名にも出てくるソクラテスは、当時のギリシャ社会において若者たちに

「無料」で講義をし、そのために変人扱いされていたという。講義（教育サー
ビス）だけでなく、無料で何かを与えることがあり得ないと考えられていた
からである。
　もちろん贈与（贈り物）の習慣はあったが、送られた側は返礼をするのが
ならわしであり、「もらいっぱなし」である無料とは事情が異なる。
　著者が強調するのは、Reciprocity（互酬性）である（本書 58 ページ）。
何かをもらったら、同等にお返ししようとする性質であり、動物においてさ
えも見られる（やられたらやり返す、という負の側面も含む）。この互酬性
が人間の社会に浸透していく過程が面白い。
　市場取引ではその都度貨幣と品物を交換するため、取引終了とともに関係
が解消されることもあり得る。ところが、贈与であれば必ず返礼が付いてく
るため、互いに贈与を繰り返すことで、信頼が形成されることになる。相手
に何か与え、別の形で返してくれることを期待するのは一種の保険であると
いうのだ。すなわち、困っている人を助けた場合、自分が困ったときにも助
けてくれる確率が高まる、というわけで互いに贈与をすることになる。
　では、「無料」でビジネスが成り立つのは、どのような場合なのか（本書
86 ページ）。結論から言えば、厳密に無料であればビジネスが成り立つわけ
がない（当たり前か）。以下のように、無料であるという言葉につられて近

動かなくなる。自分自身の課題として「内面化」することに成功すれば、実
行力が生まれる。また、行動力がある人とない人の一番の差は、自己評価が
高いかどうか、つまり自分に自信があるかどうかだと述べている。自己評価
の高い人は、自分がどんな状況に陥ってもタフに対応していけることを確信
しているため、行動を起こす前に、脳に抑制がかからず、さらに、自己評価
の高い人とは、「いかに自分にダメ出しできるか」を実践している人であり、
自分を強くもっている人である。
　また、リスクマネジメントについても取り上げている。リスクを取らず現
状に甘んじている人と、果敢にリスクを取って進化していける人の間に、深
刻な階層ができあがっていくとしている。リスクへの不安を脳内から排除し、

「うまくいったらこんなことができる」という「一番重要なこと」に脳のエ
ネルギーを集中させることが大切で、そのためには、最悪の状況を想定し、
複数の選択肢を思い描くなどの訓練が必要となる。
　戦国武将からスティーブ・ジョブス、マーク ･ ザッカーバーグに至るまで、
常に新しい発想と比類なき行動力で、次々とイノベーションを起こすことが
できたのも、「すぐやる脳」のおかげである。学生だけでなく、ビジネスマン、
教育に携わる者、すべての人々が、今、自分にとって何が「一番重要なこと」
なのか、そのことをあらためて見つめ直し、脳の「抑制」を外し、活性化さ
せて、新しい自分を発見することが大切である。
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